第８７回スポーツサイエンス研究会

2010年度　修士論文発表コンテスト
日時：2011年2月15日（火）　12:45-16:45

会場：所沢キャンパス100号館210教室

12:45　 
開会の挨拶
＜セッション1＞  
　座長　  福谷　充輝（川上研究室）　

　　　　　　　  タイムキーパー    大島　里美（樋口研究室）

12:50-13:05　黒須　希（吉永研究室）

　　児童のゲームパフォーマンス向上を目指したハンドボール授業の学習指導に関する検討
13:05-13:20　布施　孝規（友添研究室）

少子化社会における運動部活動の地域連携に関する一考察
13:20-13:35　中川　剣人（彼末研究室）

　　四肢協調運動の解析
13:35-13:50　丸山　祐丞（川上研究室）
　　身体への長軸方向の負荷に対して腰部を保護する機能‐体幹筋群の活動と呼吸様式に着目して‐
13:50-14:05　加藤　孝基（鈴木研究室）

　　クルクミンはダウンヒル走行運動後のマウスの骨格筋におけるNADPH-oxidase

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　およびMCP-1の遺伝子発現を抑制する
14:05-14:20   小野　寛子（樋口研究室）

　　子どもの栄養摂取状況と体力の関連性、およびスポーツ食育プログラムの開発
14:20-14:35　大坂　則之  （誉田研究室）
　　色情報を用いたサッカー映像における選手の自動追跡

14:35-14:50　 緒方　貴浩（福林研究室）

　　時間的遮蔽法を用いたテニスサービスに対するレシーバーの予測判断能力と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キネマティックパラメータとの関係
14:50-15:00　休憩

＜セッション2＞  
座長　   佐保　泰明（福林研究室）
               タイムキーパー　   橋詰　賢（矢内研究室）
15:00-15:15　小川　裕史（トンプソン研究室）

　　「没入」言説と「没入」特性〜「現実と虚構の混同」を巡る言説の変遷とその検討〜
15:15-15:30　 志々田 剛将（作野研究室）

　　新公益法人制度における武道団体の法人格移行に関する研究
15:30-15:45   横塚 聡（武藤研究室）

　　プロスポーツクラブにおける多角化の研究

　　〜Ｊクラブの多競技化における、経営資源・ケイパビリティに着目して〜
15:45-16:00　 小島　勇介（原田研究室）
　　参加型スポーツイベントの選好構造：市民マラソン大会へのコンジョイント分析の適用

16:00-16:15　 矢野　恵大（礒研究室）

　　男子やり投げにおける投てき動作の評価基準の作成
16:15-16:30　 城所 収二（矢内研究室）　　

　　野球のバッティングにおける打球飛距離を決定するスイング特性とインパクト
16:30-16:45丸尾　祐矢（正木研究室）
　　罰と報酬がパフォーマンスモニタリングに及ぼす影響
審査員（博士課程大学院生）：

岩田　晴夫、大島　里美、押見　大地、春日　芳美、川西　範明、佐保　泰明、高橋　将記、橋詰　賢、福谷　充輝
17：00〜　表彰式＆懇親会（生協食堂）

【その他の留意点】

1. 
一人あたり15分（発表時間10分、質疑応答5分）とします。時間厳守でお願いいたします。

2. 
発表会場には、Windows vista Powerpoint 2007を準備します。原則として、ファイルをUSBディスクにて持参して下さい。なお、動画ファイルなどの関係でご自身のWindows PCあるいはMacintoshでの発表を希望される方は、事前に沼尾（numashige@aoni.waseda.jp）までお知らせ下さい。

3. 
各研究室よりご推薦いただいた博士課程の大学院生には、審査（採点）員をお願いします。各審査員にはすべての演題を採点していただきます。

[image: image1..pict]4. 　プレゼンテーションは、発表内容およびプレゼンテーション能力の両要因から採点されます。
